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１．はじめに 

近年、海洋環境中に存在する 5 ㎜以下の微細なプラスチックごみ「マイクロプラス

チック」が大きな問題となっている。マイクロプラスチックには有害な化学物質が含

まれていることが知られており、生物がマイクロプラスチックを摂食した場合、この

化学物質が体内に取り込まれ、食物連鎖を通じて生態系や人の健康に与える影響が懸

念されている。 

この問題を解決するためには、海洋環境中のプラスチックごみの回収・処理や発生

抑制の取組を進めると同時に、モニタリングを実施し、マイクロプラスチックが発生

するメカニズムや生態系に与える影響を解明することが必要である。 

海上保安庁ではマイクロプラスチックによる海洋汚染対策の重要性が高まってい

ること等を鑑み、マイクロプラスチックのモニタリングの実施可能性について検討す

るため、測量船を用いてマイクロプラスチックのサンプリングを試験的に実施した。 

 

２．方法 

東シナ海及び太平洋において、ニューストン

ネットを曳航し、海表面に浮かぶマイクロプラ

スチックをサンプリングした（図１）。各地点

でのサンプリング時には、曳航の開始・終了時

刻、船位（緯度・経度）、対水速力、波高、うね

り高さ、うねり周期、濾水計の回転数、流向・

流速及び風向・風速を記録した。 

 

３．評価・課題 

海上保安庁が現在保持する能力で、全てのサ

ンプリング地点において、マイクロプラスチッ

ク試料及び必要なデータを取得することがで

きた（図２）。流れ藻及び船由来の物質の混入

予防対策や、安全面における細かい課題につい

ては、今後検討していく必要がある。 

来年度以降は、外部機関に依頼しているマ

イクロプラスチックの大きさと個数及び含ま

れている POPs 濃度の測定結果を解析した上

で、定期的なモニタリングに相応しい海域等

を検討していく予定である。 

図１．ニューストンネット曳航の様子。 

図２．採取した試料。青や白のプラ 
スチックが確認できた。 
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